
次回
４月17日
の
例会

★12：30点鐘
★名鉄菜館
★ロータリー雑誌月間に因んで
　雑誌広報IT委員会

ロータリーは分かちあいの心

第2036回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

　４月は、卯月とも言います。春本番を迎え、人々も自然も、共に、もえる頃となり
ました。
１．ロータリーのご報告
　４月の「ロータリーの雑誌月間」とは、国際ロータリーの公式機関紙「ザ･ロータリアン」および
世界31の地域雑誌の講読とともに、これらが役立つためのプログラムを実施する月間です。「ロー
タリーの雑誌月間」の目的は、日本のロータリーの雑誌「ロータリーの友」などに対する会員の認
識を高め、それによってロータリーの情報の普及をはかることです。

２．話のさんぽ道
　今日は、「水保全」をテーマに、オーストリア、ワッハウ渓谷を流れる「ドナウ川の風景」につい
て学んでみましょう。
　ドナウ川は、ドイツ南部を源流にワッハウ渓谷、ウイーンを流れ、ブタペストに下る国際河川で
す。このような河川は、その国、その街の歴史・文化を、ずっと、見まもってきています。ドナウ
の川風を感じ、川ぞいの美しい景観を眺めながら下るドナウ川クルーズは、観光客にも、大変、人
気があります。流域の街・メルクからクレムスまで、約１時間半の船旅ができます。
　ワッハウと称される渓谷を船で下ると、ドナウ川流域の豊かな自然景観とともに、川に沿いクサ
リ状に分布する小さな街、川面にうつる歴史ある古城などが楽しめます。そのうえ、中世ヨーロッ
パの面影がのこる美しい街・メルクの壮大な修道院やクレムスの水色の塔をもつ珍しい教会なども
見応えがあります。ドナウ川の流れとともに移り変わる風景は、あたかも、美しい景色の「長絵巻
物」を見ているようです。しかも、ワッハウ渓谷の街は、街ごとに個性ある形の教会を中心に、ブ
ドウ畑にかこまれた田園集落の風景が広がり、先史時代からの長い歴史の変遷を、静かに語りかけ
ているようでもあります。
　なお、メルクとクレムスとの間の約36kmの渓谷は、「ワッハウの文化的景観」として、2000年、世
界文化遺産に登録されています。このことは、人びとが地域の自然と文化を大切にし、「水や景観」
へのこだわりを示している強い現れと思います。

●例　会　場／御殿場高原ホテル
●開 会 点 鐘／18：30 
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／３クラブ合同例会 
　　　　　　　親睦活動委員会

●夫人誕生日
　４月９日　山口幸男君 夫人 勝子様 
　４月15日　山崎恭夫君 夫人 紀代子様 
　４月15日　田代博久君 夫人 二三代様 
●結婚記念日
　４月16日　林　由行君・泰子様 ご夫妻



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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仏教の宗派について

水口正宏君

出 席の 報 告4
3

3
13

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 59名 53名 89.83％ 100.00％

井口修一君・根上眞一君・根上陽一君・豊山　篤君
渡辺　巌君・山口幸男君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（６名）

メ ー プの キ ッャ

のスマイル
・はじめてメーキャップさせて頂きました。愛知県の三河安城ＲＣの
　竹内と申します。昭和46年からこちらで運送と配送の仕事をさせて
　頂いております。月に２～３回、こちらに来ておりますので、また
　お邪魔させていただくことと思いますが、よろしくお願い申し上げ
　ます。 三河安城ＲＣ　竹内裕恭様
・終わりました。組長が。 勝又敏雄君、勝又　洋君

３月15日
３月16日
３月21日
３月21日

３月21日
３月21日
３月25日

米山記念館 
地区青少年
裾 野  
裾 野  

沼 津  
裾 野  
沼 北

井口　修一君
神谷　高義君 
勝又　　洋君 
水口　正宏君 

渋谷　　一君 
山口　幸男君 
斉藤　礼志君

　仏教の宗派ですが、御殿場・小山で
は人口の割に寺院が少なく、比較的単
純に分類できます。静岡県仏教会への
登録寺院数を分類すると、浄土宗が御
殿場市８（住職無し２）、曹洞宗は御殿場市４（住職無し
が１）、小山町６、臨済宗建長寺派が御殿場市２、小山町
２、臨済宗円覚寺派は小山町２、日蓮宗が御殿場市４、本
門法華宗は御殿場市１、法華宗本門流が御殿場市１、小山
町２、真宗大谷派は小山町１、以上の８宗派です。ほかに
法人として登録されていないのもあり、実際はもっと多い
です。ほとんどが500年以上前に設立された新仏教です。
　日本全体は、文化庁「宗教年鑑」12／31の法人数による
と、神道系85,212法人、仏教系77,640法人、キリスト教系
4,445法人、諸教15,337法人、合計182,634法人です。仏教
系の中では浄土系が登録団体・法人・信者がもっとも多く、
日蓮系が教師数最多・信者数では２番目です。その二宗派
と真言系で国内のほとんどを占めています。
　釈尊には「宗派」という考えは無く、そもそも「自分自
身が仏教の祖」と思っていませんでした。菩提樹の下で「悟
り」を開いた後、迷った末に、一般に布教する道を選んだ
訳です。教え方が相手によって違う方便として対機説法を
行ったり、差別意識や違いの否定、理論・実地の一致、修
行を通し経験的な「悟り」の実践などを説いていました。
　大量の経典が伝わったため、教相判釈といって、その相
（内容）によって、整理・解釈が行われました。奈良時代
には華厳宗・成実宗・律宗・三論宗・法相宗・倶舎宗（学

問として仏教学の派閥のような南部六宗）が学解仏教とし
て盛んになりました。伝来もとの中国では隋・唐代の涅槃
宗・地論宗・毘曇宗・摂論宗・天台宗・真言宗・浄土宗・
禅宗を加え中国十三宗と言います。
　大きな分類としてインドからセイロンなどの東南アジア
などに伝わった南伝の上座仏教、チベット・モンゴル・中
国・日本に伝わった北伝の大乗仏教に分けます。大乗仏教
側から古い上座仏教を小乗仏教とさげすんで言った呼び名
もあります。今の宗派の大半は中国で派生したものです。
日本では鎌倉以降庶民に伝わりました。
　特色では、念仏の浄土教の阿弥陀仏信仰、ひたすら坐禅
を行う禅宗（例：だるま大師）、日蓮が法華経が一番とし
た事でタイトルを唱えているような日蓮宗、日本独自では
武士と結びつき一般庶民へと広がっていった鎌倉仏教があ
ります。
　宗派が生まれた理由は、大乗仏教がもっている教義・経
典類の自由な解釈を許すという性格、人間にはより迷いの
深浅や境界の差異があるからいろいろな手段（方便）が必
要な事、政治勢力化するのを規制する手段として宗派の存
在を助長させた社会事情（一向一揆など）が要因です。
　数珠ですが、108という煩悩の数が球数の基本で、半分
やさらにその半分の玉数、２連の物もあります。持ち方も
宗派によりいろいろあります。語源はサンスクリット語の
「低い声で唱える・輪」 ジャパ・マーラー”です。カト
リックのロザリオも同じ語源といわれています。

”


